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研究成果の概要（和文）：南琉球方言にみられるbe:やbja:は、東日本方言の推量や意志、勧誘にみられるベーなどと
同様、古代語のベシに由来するものである。その分布は宮古地域を中心に、八重山地域では西表島にしかみられないと
いう、興味深い分布である。その文法的な意味は地域によって差があるものの、基本的に推量、意志、勧誘のなかにお
さまる。また、勧誘の意味については、宮古方言地域のなかで、北部にはその使用がみとめられるが、南部にはないこ
とを確認した。
これが古代語のベシに由来するものであることを確認したことで、南琉球諸方言におけるベシ由来形の存在はこの形式
の周圏分布を意味するもので、日本語史研究にとっても大きな意味をもつ。

研究成果の概要（英文）：The modal suffix be: (bja:, be:m, pe:m, bja:ng, biraN), observed in a number of 
Ryukyu dialects in the Miyako region and in the western part of the Iriomote Island in the Yaeyama 
region, can be traced back to the Old Japanese beshi, and corresponds to the suffix be: and its 
variations, which are common in the dialects of eastern Japan. Despite local differences (e.g. the 
hortative use of be:/bja: is only found in the north of Miyako, but not in the south) it shows great 
similarities to the be: suffix in the dialects of eastern Japan in that it can have a presumptive, 
volitional or hortative meaning. Its relationship to the Old Japanese beshi both in the dialects of 
eastern Japan and Ryukyu supports Kunio Yanagita's "ripple pattern theory" of dialect development, 
whereby grammatical forms and vocabulary encountered on the peripherals belong to the oldest language 
layer. These findings are not only significant for linguistic, but also for historical studies.

研究分野：日本語学
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１．研究開始当初の背景 
東日本方言の広い地域で意志・推量に使用
されるベーなど、古代語のベシに由来する語
形は、これまで琉球諸方言はもちろん西日本
諸方言には基本的に存在しないとされてい
た。 
琉球諸方言のなかで、ここで対象にしよう
とする語形、形態素を積極的にとりあげた論
考はこれまでのところみあたらない。ネフス
キー（1926）が、宮古島平良のアヤゴ（歌謡
全般をさす）の例をあげながら、そこに使用
されているある形態素について「日本語の
「べし」と同じ語根の言葉らしい」としてい
るのが、古代語の意志・推量ベシとの関連を
指摘した唯一のものである。しかし、その後
の研究においては、この問題にまったくふれ
られることがなかった。 
その一方で、2005 年に研究代表者である
金田によって西表方言のなかに意志・推量を
あらわす文にベーをふくむ語形が確認され
た。その後、西表島で詳細な調査をすすめる
なか、上記のネフスキーの記述を知り、この
語形が古代語ベシに由来する語形の周圏分
布である可能性がでてきたことから、この研
究が開始されることになった。 
 
２．研究の目的 
 本研究では、南琉球方言における意志・推
量表現について、とりわけ古代語ベシに由来
する語形とその意味と用法を中心に、総合的
に記述することを目的とする。対象とする地
域は南琉球地方の宮古諸島と八重山諸島で
ある。 
宮古諸島については文献などからベシ由
来形とみられる語形の使用が確認できてい
るが、宮古諸島の北側に位置する沖縄本島周
辺の方言については、その方言の何人かの研
究者からの私信などによって、ベシ由来形の
使用はないとされているので、当面の対象と
はしなかった。 
また、琉球諸方言のなかでは研究の進んで
いる北琉球方言に比べて、宮古・八重山の南
琉球方言はとくに文法を中心とする研究が
遅れており、方言話者が激減しているなか、
早急な調査研究がもとめられている。そこで
本研究ではこれらの地域の意志・推量表現に
ついて、現地調査で得られた豊富な資料をも
とに、ベシ由来形を中心に総合的に記述する
ものである。 
 本研究は、東北方言、八丈方言、琉球方言
をむすぶ日本語外輪方言の文法現象に周圏
分布的解釈の可能性を見いだそうとする第
一歩である。 
 
３．研究の方法 
 事前の西表方言調査の成果をもとに作成
した調査票を使用して、宮古・八重山地域の
約 20 カ所に及ぶ調査地点で聞き取り調査を
実施し、調査結果を分析した。 
聞き取り調査に使用した例文は動詞述語、

形容詞述語、名詞述語をあわせて 90 例ほど
である。 
聞き取り調査やりかたについては、その土
地、その島の生え抜きのかたにその地で、と
いうのが中心であるが、とくに八重山諸方言
については、波照間島や小浜島などの離島で
主として生活した後に石垣市に移住したか
たも含まれる。年齢は 60歳代から 90歳代で、
中心は 80歳代である。 
 聞き取り調査に要した時間であるが、短い
かたで 2時間程度、長いかたで 8時間程度で
ある。 
 
４．研究成果 
南琉球方言にみられる be:や bja:は、東日
本方言の推量や意志、勧誘にみられるベーな
どと同様に、古代語のベシに由来するもので
あって、その分布は宮古諸島では多良間島を
ふくむ全域にわたり、八重山地域では西表島
にしかみられないという、たいへん興味深い
分布であることがわかった。 
具体的な調査地点は、宮古諸島の北のほう
から順に、池間島、大神島、宮古島・久松地
区、同・野原地区、同・新里地区、来間島、
多良間島、そして八重山諸島の石垣島（四箇）、
西表島・祖納地区、同・干立地区、同・船浮
地区、鳩間島、小浜島、新城島、竹富島、黒
島、波照間島である。 
このなかで当該形式の存在を確認できた
のは、宮古諸島全域と八重山の西表島３地区
だけである。 
その文法的な意味は地域によって多少の
差があるものの、基本的に推量、意志、勧誘
のなかにおさまる。また、勧誘の意味につい
ては、宮古方言地域のなかで、北部にはその
使用がみとめられるが、南部にはないことを
確認した。 
以下に具体例をあげる。 
宮古諸島池間島方言の推量では、きょうは
太郎は酒を飲むと思うよ。kju:]=ja [taro:]=ja 
s!aki=u [nuN]=bja:ŋ [i:. 
うたがいでは、太郎は酒を飲むかなあ。

ta[ro:]=ja s!a[kju:]=gja: {nu[madi=bja:ŋ [i:. / 
[nuN=bja:ŋ [i:. / [nuNdu su=bja:ŋ [i:. } 
意志では、のどがかわいたからお茶を飲も
うかねえ。 nu[du=nu ka:ki] uiba [cja:=ju] 
numadi(=bja:ŋ [i:. 
勧誘では、これをいっしょに飲もうかねえ。 

uru: h!itumi numadi=bja:ŋ i:.など。 
おなじく大神島方言の推量では、酒を飲ま
な い ん じ ゃ な い か な 。  saki:=[pa:] 
numaN=pɛ:m. 
うたがいでは、あいつはきょうは酒を飲む
かなあ。 kare: ki:=ja saki:=[pa:] num=tu 
s]=pɛ:m. 
意志では、ビールを飲もうかな、酒を飲も
うかな。  pi:ru:] numa[ti]=pɛ:m. [saki:] 
numa[ti]=pɛ:m. 
勧誘では、あなた、ビールを飲もうか。酒
を飲もうか。  vva pi:ru: numa]ti. [saki: 



numa]ti.など。 
宮古島久松方言の推量では、きょうはたぶ
ん太郎もビールを飲むと思うよ。 kju:]=ja 
[tabuN] taro:=[mai] bi:ru:=[du num]=bja: 
[ja:. 
うたがいでは、太郎は(酒を)飲むかなあ。 

[taro:]=ja [s!akju:]=ba [num] gamata=be: 
[ja:. / ta[ro:]=ja [num]=be: [ja:. 
意志では、ビールを飲もうかな、泡盛を飲
もうかな。 bi:ru:] nu[madi=be: ja:. s!aki=u] 
nu[madi=be: ja:.などで、勧誘の用法はみら
れない。 
宮古島野原方言の推量では、かれはきのう
は飲まなかったと思うよ。 kare ksnu:=ja 
numaddam=bja: ja:. 
うたがいでは、太郎はきょうは飲むかなあ。 

taro:=ja kju:=ja num=du s=bja: ja:. 
意志では、きょうはなにを飲もうかな、ビ
ールを飲もうかな、泡盛を飲もうかな。 
kju:=ja no:=ju=ga numadi=gara ja:, bi:ru: 
numadi=bja: saki=u numadi=bja:.などで、
勧誘の用法はみられない。 
宮古島新里方言の推量では、太郎はこの酒
を飲むだろうか？ taro:=ja kunu sakju:=ba 
num=du s=pja: [ja:? 
うたがいでは、きょうは太郎も酒を飲むか
なあ。 kju:=ja taro:=mai sakju:=ba nu]m 
ga[mata (aram)=bja:] ja. 
意志では、きょうはなにを飲もうかな、ビ
ールを飲もうかな、泡盛を飲もうかな。 
kju:=ja nɔu=ju=ga numadi=gara ja:, 
bi:ru:=na numadi=bja: ja:, saki=u=na 
numadi=bja: ja:.などで、勧誘の用法はみら
れない。 
宮古諸島来間島方言の推量では、太郎はき
のう酒を飲んだと思うよ。 taro:]=ja [cuno:] 
s!a[ki]=u=ba [numi=du]=bja: [i:. 
うたがいでは、太郎はきょうは酒を飲むか
なあ。  taro:]=ja [kju:]=ja s!a[ki]=u=ba 
[nuM=du su]=bja: [i:. 
意志では、泡盛を飲もうかな、ビールを飲
もうかな。 s!ake=ju nu]madi=bja: [i:. bi:]ru: 
[nu]madi=bja: [i:.などで、勧誘の用法はみら
れない。 
多良間島方言の推量では、太郎はだれかと
酒を飲んでいるんだろう。  taro:=ja 
taugara=tu sjaki=u numi:l=be:m}. 
うたがいでは、太郎はきょうも酒を飲まな
いかなあ。  taro:=ja kju:=mai sjaki=u 
numan=be:m. 
意志では、泡盛を飲もうかな、ビールを飲
もうかな。 sjaki=u numam:=ge:rai, bi:ru: 
numam:=ge:rai / sjaki-u numam:=be:m, 
bi:ru: numam:=be:m.などで、勧誘の用法は
みられない。 
また、八重山諸島のうち、西表島祖納方言
の推量では、それなら、あした太郎来るんじ
ゃないかな。  aq[ka]ra a[ca taro: [ki:] 
su=[be]:. 
うたがいでは、あした太郎来ないんじゃな

いかな。 a[ca taro: [kuN=be]:. 
意志では、ビール飲もうかな、泡盛飲もう
かな。bi:ru nu[mube]: s!aki=du nu[mube]:.
などで、勧誘の用法はみられない。 
西表島船浮方言の推量では、気分がいいか
ら 飲 む ん じ ゃ な い か な 。  k!imu] 
masiburi[ki] nu[mi] su=[be]:. 
うたがいでは、ここで飲んでいるんじゃな

いかな。 kwaN=du] nu[mi] bu=[be]:. 
意志では、どれがいいかな。これを飲もう
かな。あれを飲もうかな。  doro=[du] 
masiq=ka [ja]:. k!uri nu[mu=be]:. 
k!ari(=du) nu[mu=be]:. 
勧誘では、そうだねえ、いっしょに飲もう
かねえ。 a]si=[ra]: maNzuN nu[mu=be]:.
（先手発言ではなく、それをうけた発言にあ
らわれる。）など。 
 
南琉球方言にみられる be:や bja:が古代語
のベシに由来するものであることが確認さ
れたということは、東日本諸方言とともに、
この形式の周圏分布を意味するものであり、
日本語史研究にとっても大きな意味をもつ
ことになる。 
なお、西表島以外の八重山地区では、沖縄
本島などと同様に、主として形式名詞ハズと
の組み合わせを元にした語形が推量の用法
に使用され、ノマム型の語形が意志の用法に
使用される。 
また、奄美諸島の喜界島などに推量をあら
わす要素としてベーなどが確認されたが、こ
れはベシに由来するものではなく、アンバイ
（案配）に由来するものであることがわかっ
ている。 
現段階で公開された論文等の内容は、ベシ
由来形を中心としたものにかぎられている
が、今回の調査では述語形式のモダリティー
を広く取り上げているので、今後さらに分析
をすすめることによって、ベシ由来形をふく
む述語モダリティーについて記述し、公開す
る予定である。 
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